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	包摂的コミュニティプラットフォームの構築�現状報告（2022年8月）���PD候補　久野譜也��筑波大学大学院　人間総合科学学術院　教授�スマートウエルネスシティ政策開発研究センター長
	包摂的コミュニティプラットフォームの構築で解決すべき課題
	【背景】�こまでは、多様な特性を持つ国民（女性、子育て期、障がい、LGBTQ、介護、後期高齢など）へのきめ細かなサポートが不十分、かつ地域ではハイリスク対応がメインで、低・中リスク者への働きかけは弱く、落ちてきたら拾うという仕組みだけで、落ちる人を減らし、さらによりWell-beingが高い人を増加させるという視点が、やや欠落していたのではないか�������ハイリスク対応のセーフティーネットの新設・充実に留まらず、そこに陥る国民を減じる仕組みづくりを行う。加えて、コミュニティで積極的に多様な人々と交流を受け入れながら（寛容性）、より生きがいを感じる暮らし（Well-being）を志向して、実践する国民（自律性）をサポートできる機器・サービスも育成しながら、最終的には社会としての変容がみられる社会技術を開発する������
	FSの方向性及び実施体制

